
No. 審査日 指摘事項 回答状況 回答資料 回答

1 H28.7.12
保管場所及びアクセスルート等の評価の時に液
状化の影響を説明すること。

今回回答
H28.9.13

資料4-1-1
p28-34,66-
73

資料4-1-2
P2-16

液状化及び揺すり込み沈下による段差の影響評価を
実施。不飽和地盤については，地盤調査結果に基づ
き沈下率を設定。飽和地盤については，地盤の相対
密度などから沈下率を設定。また，液状化に伴う側方
流動の沈下に与える影響評価を実施。

柏崎刈羽原子力発電所　６号及び７号炉　指摘事項に対する回答一覧表
（可搬型重大事故等対処設備保管場所及びアクセスルート関連）

平成２８年９月１３日
東京電力ホールディングス株式会社
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